
他校の児童と共に学ぶ
　6月 26 日、末吉小学校で集合学習が行われ、普段
は別々の学校で学ぶ小学 6年生が集まり、クラス毎
に授業を受けました。（岩川小、財部小は 19 日）
　本年度から、中学校がある末吉、大隅、財部の地
区ごとに開催されます。同じ中学校に通うことにな
る児童たちは、授業中は協力して問題を解き、休み
時間になると名刺交換をし、ふれあいを深めました。
　柳迫小学校 6年生の荒

あらたけ

武真
しん や

也さんは「最初は不安
だったけど、慣れると楽しくなりました。これで、
中学校進学への心配もなくなりました」と笑顔で話
しました。

手づくりの名刺交換による自己紹介

曽於市青少年育成市民会議
　6月 25 日、末吉総合センターで「曽於市青少年
育成市民会議総会」が開催されました。総会では、
平成 25 年度のスローガン「地域で育み・伸ばそう
曽於市の青少年」、曽於市一斉美化活動や明るい家
庭づくり実践講座などの活動が採択されました。
　協議終了後には、小学生 3名、中学生 2名によ
る「『夢』実現チャレンジ」の作文発表、丸

まるおかすみあき

岡純昭
氏・丸岡律

りつ え

江氏による「海外での子育て」と題し
た講演が行われました。子どもたちが「夢」に向かっ
てチャレンジするその思いや、丸岡ご夫妻の海外
での貴重な経験談に、参加者は真剣に耳を傾けて
いました。

「夢」実現の発表者たち

体験談を語る丸岡ご夫妻
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郷土の川をきれいに
　6月 28 日、「第 16 回河川クリーン作戦及び第 10
回土地改良施設愛護活動」として、財部町の各所で、
清掃活動が行われました。
　当日は、財部町建設同志会や大隅地区測量設計
協議会、市職員ら約 100 名が参加しました。参加
者は、小雨の降る中、持ち寄った重機や草刈機で、
いきいき親水公園や畠中橋上流、大川原キャンプ
場の草を払いました。
　これから夏本番です。美しくなった財部の水辺
の景色を多くの人たちに楽しんで欲しいですね。いきいき親水公園の草を刈る様子

鹿児島・曽於発電所落成式
　大隅北中学校跡地に太陽光発電所の鹿児島・曽於
発電所（施工主：ワールドパブリック株式会社）が
完成し、７月３日、落成式が行われました。
　この発電所には、4280 枚のソーラーパネルが設置
され、推定年間発電量は約 98 万キロワット（年間
約 300 世帯分）になります。外部出力も備えており、
災害時には地域の電力としても活用できます。
　ワールドパブリック株式会社代表取締役の
粥
かゆかわこうへい

川公平氏は「弥五郎どんが見守ってくれたのか、
工事はスムーズに完了しました。これからは、地域
の方々と共に歩む発電所でありたい」と話されまし
た。 校庭跡に並んだソーラーパネル

テープカット

削蹄競技大会優勝！
　7月 10日、曽於中央家畜市場で開催された第 27
回鹿児島県牛削

さくてい

蹄競技大会で、深
ふか

見
み

哲
てつひさ

久さん（末吉
町川内前）が見事に優勝されました。
　深見さんは、徳之島町の出身です。6年前から奥さ
んの出身地である曽於市で削蹄師として働いていま
す。今回の優勝は平成23年に続き、2度目の優勝です。
　今回の優勝について、深見さんは「畜産農家さん
あっての削蹄師です。農家さんに支えられながら仕
事をする中で、身についた技術が評価されたことが
嬉しいです」と話しました。
　九州大会は 8月 23日、長崎で開催されます。優勝された深見さん
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ピッツァ作り等体験をしました
　曽於市観光特産開発センターが、6月 12日と 18
日に社会就労支援センター「のどか園」と協同で
「ピッツア作り等の体験」を行いました。
　参加者は全員が女性で、ピッツア作りやビスコッ
ティ（イタリアン焼き菓子）作りをし、ハーブ教室
ではハーブティーも作りました。農園や就労訓練状
況も見学し、たわわに実ったマンゴーの甘い香りに
は、みんな笑顔になっていました。
　様々な体験や本格イタリアンの昼食の美味しさ
に、参加者は満足していました。

ピッツァ作りに挑戦

たわわに実ったマンゴー

変わり種トマトができました
　財部町堤の見

みか み

上麗
れいじろう

治郎さん、次
つぎ こ

子さん宅のビニー
ルハウスで、二つのトマトがくっついたような、おも
しろい形の変わり種トマトが複数とれました。
　見上さんご夫妻は 10年以上トマトを栽培していま
すが、変わり種トマトがこんなに多くとれたのは、初
めてのことだそうです。
　次子さんは「天狗の鼻やだるま、亀など色々な形
に見えて、楽しいです。しばらくは、飾っておいて
鑑賞します」と楽しそうに話しました。

変り種トマトを持つ次子さん

薩摩鴨を使った有機農法
　7月 9 日、檍小学校 5、6 年生児童 14 名が、学校
の田んぼに薩

さつま

摩鴨
がも

を放ちました。
　檍小学校では、環境学習として、15 年前から
薩摩鴨を使った有機農法を行っています。毎年、
日
に ほ ん ゆ う き

本有機 ( 株 ) の薩摩鴨を使用し、農法についての
講習を受け全校児童で飼育しています。
　檍小学校 6年生の米

よね

澤
ざわ

彩
あや

花
か

さんは「毎日、鴨が大
きくなっていく様子が楽しみでした。これからは、
美味しいお米が出来るように頑張って虫を食べて欲
しい」と笑顔で話しました。薩摩鴨を放つ檍小学校の 5、6年生
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